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（１）審議概観

第169回国会において、本特別委員会に付

託された法律案及び請願はなかった。

〔国政調査等〕

４月18日、災害対策の基本施策について

泉内閣府特命担当大臣（防災担当大臣）から

所信を、また、平成20年度防災関係予算につ

いて内閣府副大臣から説明を聴取した。

４月23日、災害対策の基本施策について

質疑を行い、緊急地震速報及び防災行政無

線の運用の現状と活用に向けた今後の見通

し、首都直下地震に係る業務継続計画（ＢＣ

Ｐ）の作成状況及び帰宅困難者対策、校舎の

耐震診断の一層の促進と耐震化に係る地域

間格差是正の必要性、災害時要援護者避難

支援プランの内容の妥当性と実効性、改正被

災者生活再建支援法の運用状況と半壊世帯

への支援拡充の必要性、東南海・南海地震

発災時における応急活動の実効性の確保、

防災及び減災の観点からの社会資本整備の

必要性、原子力発電所における耐震化対策、

消防団員及び水防団員の減少・高齢化の現

状と対応策、災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）

の運用上の課題、能登半島地震及び新潟県

中越沖地震の復旧・復興の現状と課題、国及

び地方公共団体における災害時応急対策マ

ニュアル準備の必要性、都市型水害対策とし

ての土地利用規制と総合治水対策の在り方、

災害傷害見舞金の支給の現状と支給額の妥

当性、阪神・淡路大震災に係る災害援護資金

の償還困難者の救済の必要性、災害援護資

金の償還状況等につき国による調査実施の

必要性などの諸問題が取り上げられた。

６月11日、大規模な風水害及び地震への

対策等について、参考人京都大学防災研究

所巨大災害研究センター長・教授河田惠昭

君、東京大学地震研究所教授島崎邦彦君及

び関西学院大学総合政策学部教授室益輝

君からそれぞれ意見を聴取した後、各参考人

に対し質疑を行い、防災への積極的取組を行

政に促すための方策、市民レベルの減災活

動における課題及び行政による支援の在り

方、防災対策におけるメディアの役割、佐渡

の高波被害にみる想定外の事態への対処方

策、地震リスクに対する市民意識を高めるた

めの具体策、地震リスクの開示に伴う経済的

なデメリットとその低減対策、中国四川省にお

ける大地震から我が国が学ぶべき課題、利根

川における堤防整備事業の防災効果、自助・

共助による減災対策と個人情報の取扱い、避



難率10％程度という現状を踏まえた避難対

策、地球温暖化に伴う海面上昇のハザードマ

ップ・地域防災計画への反映状況、基幹的地

震対策としての防災教育及び地域における

防災専門家の知見活用の在り方などの諸問

題が取り上げられた。

６月20日、平成20年岩手・宮城内陸地震に

よる被害状況及びその対応について、泉防

災担当大臣から報告を聴取した後、質疑を行

い、土砂災害の状況とその対応策、河道閉塞

（天然ダム）への対応状況、国による被災河川

の一体的な流域管理の必要性、激甚災害の

指定の前提となる被災実態の早期把握の必

要性、災害査定前に被災自治体が災害復旧

への対応を行い得る体制の整備、緊急地震

速報の到達状況・効果と今後の課題、住宅・

建築物の応急危険度判定の実施状況と判定

結果、被災者に対する行政支援の在り方と被

災者生活再建支援制度の弾力的な運用、農

業用水施設等の早期復旧の必要性などの諸

問題が取り上げられた。

（２）委員会経過

○平成20年１月18日（金）（第１回）

特別委員長を選任した後、理事を選任した。

○平成20年４月18日（金）（第２回）

災害対策の基本施策に関する件について泉内

閣府特命担当大臣から所信を聴いた。

平成20年度防災関係予算に関する件について

木村内閣府副大臣から説明を聴いた。

○平成20年４月23日（水）（第３回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

緊急地震速報及び防災行政無線の普及活用に

関する件、首都直下地震及び東南海・南海地

震対策に関する件、学校等公共施設及び原子

力発電所の耐震化対策に関する件、災害時要

援護者の避難支援対策に関する件、被災者生

活再建支援法に関する件、消防団及び水防団

の維持充実に関する件、能登半島地震及び新

潟県中越沖地震の復旧・復興対策に関する

件、都市型水害対策に関する件、阪神・淡路

大震災に係る災害援護資金の償還に関する件

等について泉内閣府特命担当大臣、木村内閣

府副大臣、加藤内閣府大臣政務官及び政府参

考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

吉川沙織君（民主）、広田一君（民主）、佐

藤正久君（自民）、佐藤信秋君（自民）、西

田実仁君（公明）、仁比聡平君（共産）

○平成20年６月11日（水）（第４回）

参考人の出席を求めることを決定した。

大規模な風水害及び地震への対策等に関する

件について次の参考人から意見を聴いた後、

各参考人に対し質疑を行った。

〔参考人〕

京都大学防災研究所巨大災害研究センター

長・教授 河田惠昭君

東京大学地震研究所教授 島崎邦彦君

関西学院大学総合政策学部教授 室﨑益輝

君

〔質疑者〕

鈴木陽悦君（民主）、塚田一郎君（自民）、

西田実仁君（公明）、仁比聡平君（共産）

○平成20年６月20日（金）（第５回）

災害対策樹立に関する調査の継続調査要求書

を提出することを決定した。

閉会中における委員派遣については委員長に

一任することに決定した。

政府参考人の出席を求めることを決定した。

平成20年岩手・宮城内陸地震による被害状況

及びその対応に関する件について泉内閣府特

命担当大臣から報告を聴いた後、同大臣及び

政府参考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

平野達男君（民主）、佐藤信秋君（自民）、

渡辺孝男君（公明）、仁比聡平君（共産）




